
平
成
十
一
年
一
月
二
十
二
日
受
領 

答

弁

第

八

号 

     

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
厚
生
年
金
及
び
国
民
年
金
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す  

る
。 内

閣
衆
質
一
四
四
第
八
号 

平
成
十
一
年
一
月
二
十
二
日 

衆

議

院

議

長 
伊  

  

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 

一 

 



 

一
に
つ
い
て 

二
の
（
二
）
に
つ
い
て 

二
の
（
一
）
に
つ
い
て 

平
成
十
年
十
二
月
十
日
に
民
主
党
年
金
制
度
改
革
小
委
員
会
に
お
い
て
厚
生
省
が
提
示
し
た
「
厚
生
年
金
の
財
政
見
通
し

（
第
一
案
）
」
、
「
同
（
第
二
案
）
」
及
び
「
国
民
年
金
の
財
政
見
通
し
（
第
一
案
・
第
二
案
）
」
に
示
し
た
各
項
目
の
推 

 
 

 
 

 

計
値
を
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
七
十
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
つ
い
て
示
し
た
財
政
見
通
し
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
一
、

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
示
し
た
支
出
合
計
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
四
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第

六
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

別
表
第
四
及
び
別
表
第
五
に
示
し
た
老
齢
厚
生
年
金
（
老
齢
相
当
、
通
老
相
当
）
、
障
害
厚
生
年
金
、
遺
族
厚
生
年
金
の 

 

受
給
者
数
の
各
年
度
の
推
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
七
及
び
別
表
第
八
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
基
礎
年
金
の
受
給

者
数
の
各
年
度
の
推
計
は
、
別
表
第
九
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
厚
生
年
金
及
び
国
民
年
金
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

四
の
（
一
）
に
つ
い
て 

三
の
（
二
）
に
つ
い
て 

三
の
（
一
）
に
つ
い
て 

別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
示
し
た
年
度
末
積
立
金
の
数
値
に
つ
い
て
、
他
の
数
値
と
同
様
に
、
賃

金
上
昇
率
を
年
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
物
価
上
昇
率
を
年
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
運
用
利
回
り
を
年
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

年
金
改
定
率
及
び
国
民
年
金
保
険
料
改
定
率
を
平
成
三
十
六
年
財
政
再
計
算
期
ま
で
は
年
当
た
り
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

れ
以
降
は
年
当
た
り
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
推
計
し
た
数
値
（
名
目
価
格
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
十
、
別
表
第
十
一

及
び
別
表
第
十
二
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

平
成
九
年
度
決
算
に
お
い
て
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
の
年
金
勘
定
の
積
立
金
（
以
下
「
厚
生
年
金
積
立
金
」
と
い
う
。
） 

 
 

の
額
は
、
百
二
十
五
兆
七
千
五
百
五
十
九
億
九
千
百
五
十
五
万
八
千
三
百
七
十
円
で
あ
り
、
国
民
年
金
特
別
会
計
の
国
民
年

金
勘
定
の
積
立
金
（
以
下
「
国
民
年
金
積
立
金
」
と
い
う
。
）
の
額
は
、
八
兆
四
千
六
百
八
十
二
億
八
千
九
百
三
十
六
万
九 

御
指
摘
の
年
度
末
積
立
金
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
積
立
金
の
適
正
な
規
模
に
つ
い
て
の
議
論
に
資
す
る
た
め
に
平
成
十
一

年
度
価
格
で
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四 

 



 

四
の
（
二
）
に
つ
い
て 

     

厚
生
年
金
積
立
金
及
び
国
民
年
金
積
立
金
は
、
資
金
運
用
部
資
金
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
号
）
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
資
金
運
用
部
に
預
託
さ
れ
て
お
り
、
平
成
九
年
度
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
運
用
利
回
り
は
、
四
・
六
六
パ
ー

セ
ン
ト
及
び
四
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
運
用
利
回
り
と
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
預

託
金
利
子
収
入
の
額
を
積
立
金
平
均
残
高
（
前
年
度
末
に
お
け
る
積
立
金
の
額
に
当
該
年
度
末
に
お
け
る
積
立
金
の
額
を
加

え
た
も
の
か
ら
当
該
年
度
の
預
託
金
利
子
収
入
の
額
を
控
除
し
、
こ
れ
を
二
で
除
し
た
数
を
い
う
。
）
で
除
し
た
と
き
の
百
分

率
を
い
う
。 

千
九
百
二
十
八
円
で
あ
る
。 

五 
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一
五 

 



 

             

一
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